
自
治
体
広
報
紙
配
信

ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」

イ
ン
ス
ト
ー
ル

は
こ
ち
ら

平
成
30
年

志
賀
町
成
人
式

2018
（
平
成
30
年
）
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式
典
で
は
、
小
泉
町
長
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
が
新
成
人
を
祝
い
激
励
し
ま
し

た
。
新
成
人
代
表
の
竹
内
唯
さ
ん
が
小
泉

町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、
池
端
久

泰
さ
ん
が
「
育
て
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ

の
感
謝
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
地
域
や
社

会
そ
し
て
次
の
世
代
へ
お
返
し
し
て
い
き

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
小
泉
裕
紀
さ
ん
と
高
島
早
紀
さ
ん
が
、

二
十
歳
の
決
議
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
乾
杯
し
て
し

ば
ら
く
歓
談
し
た
後
、
成
人
式
実
行
委
員

が
作
成
し
た
思
い
出
の
写
真
や
恩
師
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
上
映
し
、
昔
を
懐
か
し
む

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
「
な
ん
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
「
人
生
を
謳
歌
し
そ
う
な
人
」「
お
金

持
ち
に
な
り
そ
う
な
人
」
な
ど
の
集
計
結

果
に
一
喜
一
憂
し
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
内
在
住
の
薬
剤
師（
検
体
測

定
室
）が
、﹃
未
来
へ
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄

の
一
環
と
し
て
糖
尿
病
検
査
を
無
料
で
実

施
し
、
新
成
人
は
生
活
習
慣
を
見
つ
め
直

し
て
い
ま
し
た
。

志
賀
町
の
新
成
人
を
祝
う
式
典
が
１
月
７
日

︵
日
︶︑
能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
︑
新

成
人
１
８
６
人
の
う
ち
︑
１
５
７
人
が
出
席
し
ま

し
た
︒
会
場
で
は
︑
ス
ー
ツ
や
紋
付
袴
︑
振
袖
な

ど
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
が
︑
旧
友
と
の
再
会
に
喜

び
の
声
を
上
げ
︑
笑
顔
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
︒

晴
れ
着
姿
に
身
を
包
み

１
８
６
人
が
新
た
な
門
出

平成 30 年

志賀町成人式

平成９年４月２日から

平成 10 年４月 1 日生まれ

１

５ ３

４

２
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式
典
で
は
、
小
泉
町
長
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
が
新
成
人
を
祝
い
激
励
し
ま
し

た
。
新
成
人
代
表
の
竹
内
唯
さ
ん
が
小
泉

町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、
池
端
久

泰
さ
ん
が
「
育
て
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ

の
感
謝
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
地
域
や
社

会
そ
し
て
次
の
世
代
へ
お
返
し
し
て
い
き

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
小
泉
裕
紀
さ
ん
と
高
島
早
紀
さ
ん
が
、

二
十
歳
の
決
議
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
乾
杯
し
て
し

ば
ら
く
歓
談
し
た
後
、
成
人
式
実
行
委
員

が
作
成
し
た
思
い
出
の
写
真
や
恩
師
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
上
映
し
、
昔
を
懐
か
し
む

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
「
な
ん
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
「
人
生
を
謳
歌
し
そ
う
な
人
」「
お
金

持
ち
に
な
り
そ
う
な
人
」
な
ど
の
集
計
結

果
に
一
喜
一
憂
し
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
内
在
住
の
薬
剤
師（
検
体
測

定
室
）が
、﹃
未
来
へ
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄

の
一
環
と
し
て
糖
尿
病
検
査
を
無
料
で
実

施
し
、
新
成
人
は
生
活
習
慣
を
見
つ
め
直

し
て
い
ま
し
た
。

①式典会場　②記念品を受け取る竹内唯さん　③司会を務める中嶋妃里さん㊧と伊藤百香さん㊨　④謝辞を述べる池端久泰さん
⑤二十歳の決議を宣誓する小泉裕紀さん㊧と高島早紀さん㊨　⑥～⑧ ･ ⑪晴れ着姿で記念撮影　⑨祝賀パーティーで乾杯　
⑩何でもランキングの一番面白かった人に選ばれた宮川光さん㊧と谷﨑勇太さん㊨が即興漫才を披露　⑫新成人に糖尿病検査を実施

７

11 10

８

６

９
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We Have a Dream 

二十歳を迎えた新成人の皆さん。人生の節目に、
それぞれの胸には、夢や想いがあふれています。

はたちの誓い
南 智也さん（福野）

立
派
な

教
師
に
な
る
！

はたち
の誓い

信
頼
さ
れ
る

医
療
事
務
員
に
な
る

河村 瑞希さん（富来地頭町）

はたち
の誓い

公
認
会
計
士
に

な
る
!!

的場 有沙さん（高浜町）

はたち
の誓い

中野 隼平さん（高浜町）

自
分
を
押
し
出
す
！

はたち
の誓い

向井 菜緒さん（高浜町）

お
世
話
に
な
っ
た
人
に

恩
返
し
し
社
会
の
役
に
立
つ

はたち
の誓い

山口 正人さん（中畠）

安
定

はたち
の誓い

御
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に

少
し
ず
つ
恩
返
し
て
い
く

屋敷 勇輝さん（富来高田）

はたち
の誓い

感
謝

坂本 一馬さん（相神）

はたち
の誓い

浜井 京香さん（富来地頭町）

立
派
な

社
会
人
に
な
る
!!

はたち
の誓い

人
生
を
楽
し
む
!!

伊藤 百香さん（高浜町）

はたち
の誓い

池端 久泰さん（給分）

日
々
精
進

昨
日
の
自
分
を
越
え
る

はたち
の誓い

人
の
心
に
寄
り
添
え
る

看
護
師
に
な
る

中嶋 妃里さん（高浜町）

はたち
の誓い

周
り
に
幸
せ
を
与
え

ら
れ
る
大
人
に
な
る今川 梨湖さん（倉垣）

はたち
の誓い

竹内 唯さん（中畠）

保
健
師
と
し
て

地
域
の
力
に
な
る

はたち
の誓い

中山 旺久利さん（鹿頭）

仕
事
を
覚
え

一
人
前
に
な
る

はたち
の誓い

心
も
大
人
に
！

和泉 汰希さん（高浜町）

はたち
の誓い

高 弘行さん（中浜）

仕
事
を
早
く
覚
え
て

常
に
「
挑
戦
」
す
る
!!

はたち
の誓い

源代 結花さん（富来領家町）

頼
れ
る

鍼
灸
師
に
な
る

はたち
の誓い

小泉 沙耶さん（舘開）

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
ち
続
け
る
!!

はたち
の誓い

高島 早紀さん（草木）

自
分
の
意
思
を
主
張

で
き
る
大
人
に
な
る

はたち
の誓い

全
力
で
時
を
か
け
る小泉 裕紀さん（町）

はたち
の誓い

感
謝
の
心
と

謙
虚
さ
を

堀井 智之さん（高浜町）

はたち
の誓い

広報しか
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◆
志
賀
町
長
表
彰
◆

退
団
者
感
謝
状
（
15
年
以
上
）

本
正　
　

博
（
元
志
加
浦
分
団
長
）

谷
﨑　

弥
吉
（
元
堀
松
分
団
長
）

池
端　

久
幸
（
元
東
増
穂
分
団
長
）

素
都　

拓
午
（
元
福
浦
分
団
長
）

谷
口　
　

衛
（
元
土
田
分
団
部
長
）

田
中　

義
徳
（
元
下
甘
田
分
団
長
）

上
村　
　

剛
（
元
熊
野
分
団
長
）

新
明
幸
一
郎
（
元
加
茂
分
団
長
）

木
谷　

茂
之
（
元
福
浦
分
団
長
）

消
防
団
員　

永
年
勤
続
功
労
章
（
15
年
以
上
）

岡
島　

和
彦
（
加
茂
・
班
長
）

白
山　

秀
和
（
加
茂
・
団
員
）

松
本　

大
樹
（
上
熊
野
・
班
長
）

室
津　
　

司
（
西
増
穂
・
部
長
）

飲　
　

成
志
（
西
増
穂
・
部
長
）

永
谷　

悟
史
（
志
加
浦
・
団
員
）

村
田　

勇
矢
（
高
浜
・
団
員
）

仲
谷　

和
真
（
加
茂
・
団
員
）

寺
田　

元
治
（
堀
松
・
団
員
）

松
本　
　

悠
（
西
海
・
団
員
）

◆
志
賀
町
消
防
団
長
表
彰
◆

優
良
団
員
（
５
年
以
上
）

表
谷　
　

歩
（
志
加
浦
・
団
員
）

久
保 

進
太
朗
（
加
茂
・
団
員
）

谷
内
山　

誠
（
熊
野
・
団
員
）

三
池
裕
二
朗
（
西
増
穂
・
団
員
）

奥
下　

和
希
（
西
増
穂
・
団
員
）

中
西　
　

能
（
上
熊
野
・
団
員
）

直
宮
助
太
夫
（
福
浦
・
班
長
）

桝
田　

誠
文
（
高
浜
・
団
員
）

三
橋　

球
道
（
熊
野
・
団
員
）

佃　
　

宏
巳
（
東
増
穂
・
団
員
）

大
﨑　

悠
佑
（
西
海
・
団
員
）

◆
石
川
県
知
事
定
例
消
防
表
彰
◆

消
防
職
員　

永
年
勤
続
功
労
章

北
山　
　

悟
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
司
令
補
）

國
井　
　

寛
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
司
令
補
）

　

１
月
6
日
（
土
）、
志
賀
町
消
防
出
初

式
が
志
賀
町
防
災
公
園
で
あ
り
、
町
消
防

団
16
分
団
員
２
５
０
人
と
志
賀
消
防
署
員

が
集
結
し
、
防
火
防
災
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
観
閲
式
と
功
労
団
員
へ
の
表

彰
式
の
後
、
米
町
川
（
神
代
地
内
）
で
消

防
車
両
19
台
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま

し
た
。

坪
野
哲
久
文
学
奨
励
賞

が
決
定
し
ま
し
た

第10回
　

応
募
に
は
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
よ
り
総
数

１
４
１
１
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
志
賀
歌
会
・
志
賀
町
俳

句
協
会
・
教
職
員
の
協
力
を
得
て
、
金
・
銀
・
銅

賞
に
は
次
の
21
点
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
佳
作
に
29
点
が
入
選
し
ま
し
た

　

多
数
の
ご
応
募
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︻
短
歌
︼
金
賞　

小
門
前
颯
汰　
（
志
賀
小
五
年
）

　
　
　
　
　
　

  

浦
田　

歩
美　
（
富
来
中
三
年
）

　
　
　
　
　
　

  

中
谷　

彩
花　
（
志
賀
高
一
年
）

　
　
　

  

銀
賞　

今
井　

愛
海　
（
志
賀
小
六
年
）

　
　
　
　
　
　

  

吉
村　

幸
恵　
（
富
来
中
三
年
）

　
　
　
　
　
　

  

中
谷　
　

桜　
（
志
賀
高
一
年
）

　
　
　

  

銅
賞　

池
端　

汐
歩　
（
志
賀
小
五
年
）

　
　
　
　
　
　

  

落
合　

美
優　
（
富
来
中
三
年
）

　
　
　
　
　
　

  

福
島　

美
穂　
（
志
賀
高
一
年
）

︻
俳
句
︼
金
賞　

中
世　

梨
乃　
（
志
賀
小
四
年
）

　
　
　
　
　
　

  

泉
元　
　

耀　
（
志
賀
中
三
年
）

　
　
　
　
　
　

  

小
林　

優
希　
（
志
賀
高
二
年
）

　
　
　

  

銀
賞　

川
上　

蒼
太　
（
志
賀
小
三
年
）

　
　
　
　
　
　

  

黒
田　
　

歩　
（
志
賀
中
三
年
）

　
　
　
　
　
　

  

谷
内　

姫
香　
（
志
賀
高
二
年
）

　
　
　

  

銅
賞　

山
寺　

佑
依　
（
富
来
小
五
年
）

　
　
　
　
　
　

  

辻
口　

朱
璃　
（
志
賀
中
三
年
）

　
　
　
　
　
　

  

山
守　

美
香　
（
志
賀
高
一
年
）

︻
詩
︼　  

金
賞　

山
澤　

有
結　
（
志
賀
小
二
年
）

　
　
　

  

銀
賞　

瀧
川　

海
至　
（
志
賀
小
二
年
）

　
　
　

  

銅
賞　

孫
田　

悠
希　
（
志
賀
小
二
年
）

消
防
出
初
式

平成
30 年
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石川県知事選挙
投 票 日　３月１１日（日）
投票時間　午前７時～午後８時
※ 第 17 投票所 ( 稗造研修センター ) は、午後７時まで

○投票所入場券が変わります
　入場券の裏面に期日前投票のための宣誓書を印刷
しています。
　これまでは、宣誓書を期日前投票所で記入してい
ただいていましたが、これからは、自宅などで事前
に記入しお持ちいただくことで、投票がスムーズに
できます。
　お間違えのないよう、記入前に１人分ずつ切り離
し、表面の氏名などを必ずご確認ください。
　投票日当日に投票される人は、宣誓書に記入する
必要はありません。
　入場券は、圧着はがきで世帯ごとに４人分までを
まとめて世帯主宛てに郵送します。（有権者が５人以
上の世帯には、２通以上に分かれて届きます）
　届かない場合や、紛失した場合でも、選挙人名簿
に登録されていれば投票できますので、投票所の係
員にお申し出ください。

○投票できる人
◆次のいずれにもあてはまる人
① 平成 12 年３月 12 日までに生まれた人
② 平成 29 年 12 月１日までに志賀町に転入届をし、

投票日まで引き続き志賀町に住民登録をしている人
※ ただし、平成 29 年 11 月 22 日から平成 29 年 12

月１日の間に志賀町に転入届を提出した人は、平
成 30 年３月１日から期日前投票または不在者投
票ができます。

◆志賀町から転出した人
　志賀町の選挙人名簿に登録されている人で、平成
29 年 12 月２日以降に石川県内の他の市町に転出し、
投票日まで引き続き住民登録をしている人は、最寄
りの市町長が交付する証明書を提示して、志賀町で
投票することができます。（証明書がなくても、少し
時間がかかりますが、投票できます。）
　なお、投票する前に石川県外へ転出した人は、今
回の石川県知事選挙は投票できません。
　詳しくは、志賀町選挙管理委員会にお尋ねください。

期日前投票をする際は、
裏面の宣誓書に次のとお
り記入のうえ、期日前投
票所にお持ちください。

(1) 投票に来られる日
(2) 氏名、ふりがな、
　  生年月日、住所
(3) 投票日に投票できない
　   理由を１つ〇で囲む

入場券が届いたら、圧着はがきを開
いて、切り取り線に従い１人分ずつ
切り離し、投票所にお持ちください。

 
入場券の裏面が期日前投票
宣誓書になりました

期日前投票

投票日に仕事や旅行などで投票所へ行けない人は、期日前投票ができます。
 ○期　間　２月 23 日 ( 金 ) から３月 10 日 ( 土 ) まで
 ○時　間　午前８時 30 分から午後８時
 ○場　所　志賀町役場町民ホールまたは富来活性センター中会議室
 ○持ち物　投票所入場券
※ 投票所入場券をお持ちでない場合は、運転免許証などの本人確認ができるものを提示していただきます。

不在者投票
病院など（病院・保健施設・老人ホームなど）に入院・入所している人や他の市区町村に滞在している
人は、不在者投票をすることができます。
詳しくは、志賀町選挙管理員会までお問い合わせください。

投票日に投票所へ行けない人は、期日前投票または不在者投票ができます。

表

裏 （1）

（2）

（3）

石川県の明るい選挙推進キャラクター
ひゃくまんごっくん
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◦
弁
護
士  

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高

等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。

　

現
在
、
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

財
産
分
与
に
つ
い
て

Ｑ
：
夫
の
長
年
の
暴
力
に
耐
え
難
く
夫
と
離
婚
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
は
、
結
婚
以
来

専
業
主
婦
な
の
で
、
離
婚
し
た
場
合
の
生
活
が
不

安
で
す
。
夫
は
、「
俺
が
働
い
て
稼
い
だ
お
金
や
家

な
の
で
お
前
に
は
一
銭
も
や
ら
な
い
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
・
・
・
。

Ａ
：
財
産
分
与
と
は
、
夫
婦
が
婚
姻
期
間
中
に
協
力

し
て
築
い
た
財
産
を
、
離
婚
に
際
し
て
分
配
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
法
律
も
、
離
婚
に
際
し
、
相

手
方
に
対
し
て
財
産
の
分
与
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
て
い
ま
す（
民
法
７
６
８
条
1
項
）。 

　
　

設
問
の
場
合
で
も
、
夫
が
外
で
仕
事
を
し
て
い

る
間
、
妻
は
家
で
家
事
を
し
て
い
ま
す
。
妻
の
家

事
が
な
け
れ
ば
、
夫
は
、
外
で
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
婚
姻
期
間
中
に

築
い
た
財
産
は
夫
婦
が
共
同
し
て
築
い
た
財
産
と

い
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
夫
婦
共
有
の
財
産
の
財
産

分
与
の
割
合
は
、
原
則
と
し
て
２
分
の
１
ず
つ
に

な
り
ま
す
。

　
　

住
ん
で
い
る
家
で
す
が
、
①
妻
が
家
を
取
得
す

る
代
わ
り
に
夫
に
金
銭
の
支
払
い
を
す
る
方
法
②

夫
が
家
を
取
得
す
る
代
わ
り
に
夫
か
ら
金
銭
の
支

払
い
を
受
け
る
方
法
③
家
を
売
却
し
て
売
却
代
金

を
分
割
す
る
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

ロ
ー
ン
が
あ
る
場
合
は
、
自
宅
の
評
価
額
か
ら
住

宅
ロ
ー
ン
の
残
額
を
引
い
て
家
の
価
値
を
決
定
し
ま

す
。
例
え
ば
、
自
宅
の
評
価
額
が
２
０
０
０
万
円
、

　

住
宅
ロ
ー
ン
の
残
額
が
８
０
０
万
円
の
場
合
、
自

宅
の
価
値
は
１
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
夫

が
こ
の
家
を
取
得
す
る
場
合
、
妻
は
夫
か
ら

１
２
０
０
万
円
の
半
額
で
あ
る
６
０
０
万
円
の
代

償
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

預
貯
金
も
、
婚
姻
期
間
中
に
夫
婦
が
協
力
し
て

形
成
し
た
財
産
で
す
か
ら
、
財
産
分
与
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
夫
名
義
の
預
貯
金
で

あ
っ
て
も
、そ
の
半
分
は
請
求
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

夫
が
結
婚
前
に
貯
め
て
い
た
預
金
は
、
財
産
分
与

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
婚
姻
期
間
中
に

夫
婦
ど
ち
ら
か
が
親
の
財
産
を
相
続
し
た
場
合
も
、

そ
れ
は
相
続
財
産
で
あ
っ
て
、
財
産
分
与
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
か
ら
、「
こ
れ
は
、
結
婚
前

に
貯
め
た
金
だ
」
あ
る
い
は
、「
親
か
ら
相
続
し
た

金
だ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

夫
の
退
職
金
も
、
賃
金
の
後
払
い
的
な
性
質
が

あ
る
の
で
、
財
産
分
与
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
離

婚
時
に
ま
だ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合

で
も
、
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
蓋が

い
ぜ
ん
せ
い

然
性
を
考
慮
し

て
、
離
婚
の
際
に
夫
に
対
し
て
退
職
金
の
分
与
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
も
、

年
金
分
割
制
度
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
妻
が

専
業
主
婦
だ
っ
た
場
合
で
も
、
夫
が
厚
生
年
金
あ

る
い
は
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
、
婚
姻

期
間
の
長
さ
に
応
じ
て
、
原
則
2
分
の
1
の
年
金

の
支
払
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

①路線別利用者数
　志賀町内の路線バス１日あたりの利用者数は、富来線が 139 人と
最も多く、次いで、高浜線 74 人、志加浦線 58 人、最も乗車数が少
ない路線は、外浦線の 16 人となっています。

②利用の多いバス停
　乗車バス停は、高浜バス停と富来バス停が多く、いずれの路線も
平日の利用が多くなっています。

③利用者の推移
　平成 25 年度から平成 28 年度にかけて、志賀町内での利用者数は
全路線で減少傾向にあり、特に高浜線、加茂循環線、外浦線での減
少が大きくなっています。

※路線バスの利用状況は、北鉄能登バス株式会社が実施している利
　用者数調査（平成 25 ～平成 28 年）をもとに各路線の利用状況を
　整理したものです。

問企画財政課
　ふるさと創生室
　☎32-9301

その５地域公共交通だより
路線バスの利用状況について 路線名 1 日平均利用者数

（平成 25 年～平成 28 年）

高浜線（高浜～七尾） 74.4 人

富来線（富来～羽咋） 139.0 人

富来急行（富来～金沢） 48.6 人

後山線（高浜～能登部） 20.3 人

加茂循環線 36.9 人

志加浦線（高浜～福浦） 58.1 人

外浦線（富来～門前） 16.3 人
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1 日平均利用者数の推移
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